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マルコ福音書14:-16:の分析  
マルコ福音書の14章から16章は、イエス・キリストが過ぎ越しの食事から始まり、裏切られ、ピラトに引き
渡されて十字架にかけられ、死んで葬られ、そして復活するという一連の出来事を描いています。これらの
章は、イエスの苦難と栄光のクライマックスであり、11章から13章で語られた予言と密接に結びついていま
す。具体的には、11章から13章で「平和の王が来て、古い神殿を裁き、新しい神殿を建てる」という預言が
示されており、14章から16章の十字架と復活がその成就であり、新しい神殿（教会）の建設のスタートだと
解釈されています。イエスが「神殿を壊して3日で建て直す」と予告した言葉は、十字架での死と3日後の復
活によって実現するのです。

4つの段落による構成

動画では、14章から16章を通常の章立て（14章：過ぎ越しの準備と食事、15章：ピラトへの引き渡しと十字
架、16章：復活）ではなく、4つの段落に分けて分析しています。この分け方は、イエスの受難と復活の流れ
をより細かく捉えるための工夫です。以下にその構成を説明します。

1. 最初の段落（14章1節～31節） この段落は、過ぎ越しの準備と食事から始まり、イエスが弟子たちに
「あなたがたはつまずく」と予告する場面で終わります。ペテロは「私はつまずきません」と反論しま
すが、イエスは「私が復活したら、先にガリラヤに行きなさい」と指示します。ここでは、弟子たちの
弱さとイエスの復活への約束が対比されています。

2. 2つ目の段落（14章32節～72節） イエスの逮捕と裁判が描かれます。ゲツセマネでの祈りやユダの裏切
り、ペテロが3回イエスを否定する場面（14章66-72節）が含まれます。ペテロの否定は、イエスが予告
した「つまずき」が具体的に現れた出来事です。

3. 3つ目の段落（15章1節～41節） イエスがピラトに引き渡され、嘲られ、鞭打たれ、十字架にかけられ
る過程が描かれます。この段落では、イエスの死とその周辺の出来事（例えば、クレネ人シモンの登場
やアレクサンダーとルフォスの父として言及されるシモン）が含まれます。

4. 最後の段落（15章42節～16章8節） イエスの埋葬と復活が描かれます。墓の石が転がされており、若者
が「イエスは復活した。先にガリラヤに行きなさい」と告げ、特に「弟子たちとペテロに伝えなさい」
と伝える場面で終わります。最初の段落での「ガリラヤに行きなさい」という言葉がここで再び登場
し、復活による希望と赦しが強調されます。

ペテロの否定と赦しのテーマ

ペテロが3回イエスを否定する場面は、動画で特に注目されています。イエスはペテロに「鶏が鳴く前に3回
私を否定する」と予告し、その通りになります（14章66-72節）。ペテロは激しく泣き、罪を悔いますが、
復活の場面で若者が「特にペテロに伝えなさい」と言うことで、ペテロが赦され、回復する可能性が示唆さ
れています。この対比は、イエスの十字架と復活が弟子たちの失敗をも超える力を持つことを表していま
す。

石の象徴と新しい神殿
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復活の場面で「墓の石が転がされていた」という描写（16章3-4節）は、単なる事実以上の意味を持つと動画
では指摘されています。この石は「非常に大きい」と記されており、神殿の石と結びつけられています。イ
エスは「つまずきの石」（イザヤ8章14節）と呼ばれ、弟子たちはその石につまずきました。しかし、復活
によって石が転がされ、イエスが新しい神殿の礎石となることを象徴しているのです。さらに、ヨシュア記4
章のギルガルで立てられた12の石との関連も示唆され、新しい神殿の建設が暗示されています。

イエスの予言と成就

イエスの予言（10章33-34節）が14章から16章で具体的に成就しています。「祭司長や律法学者に引き渡さ
れ、死刑を宣告され、異邦人に渡されて嘲られ、鞭打たれ、殺され、3日後に復活する」という言葉が、14
章の裁判、15章のピラトと兵士たちによる嘲りや十字架、そして16章の復活として実現します。また、「神
殿を壊して3日で建てる」という偽証（14章58節）は、実はイエスの復活が新しい神殿（教会）の始まりで
あることを意味していました。

裏切りと過ぎ越しの生贄

14章では「引き渡す」「裏切る」という言葉が繰り返されます。ユダの裏切りや祭司長への引き渡しが描か
れますが、同時に過ぎ越しの食事でイエスは「これは私の体」「これは私の血、契約の血」と宣言します
（14章22-24節）。ここでは、裏切りと生贄のテーマが交錯し、イエスが自らを過ぎ越しの生贄として捧げ
ることで新しい契約が始まるのです。

イエスの神性と王としての役割

イエスが大祭司に「あなたは誰か」と問われた際、「私はそれである」（14章62節）と答え、「ほむべき者
の子」として神性を宣言します。これは出エジプト記3章14節で神が「私はある」と啓示した場面を連想さ
せ、イエスが神であることを示しています。大祭司はこれを冒涜とみなし、衣を引き裂きます。一方、15章
ではピラトの前で「ユダヤ人の王」として裁かれ、十字架上で「イスラエルの王、キリスト」と嘲られます
（15章26節、32節）。イエスは神の子、大祭司、王としてのメシアであり、十字架で全てを捧げることで新
しいイスラエルのスタートを導きます。

登場人物の対比：ユダヤ人と異邦人

動画では、14章と15章を大きく2つに分けて分析しています。14章ではユダヤ人の祭司長、律法学者、弟子
たち（ユダやペテロ）が中心で、イエスを死刑に定めます。15章では異邦人のピラトや兵士たちが登場し、
十字架刑を実行します。これは、イエスが「ユダヤ人に引き渡され、異邦人に殺される」という予言（10章
33節）の通りです。また、14章では「神の子」「大祭司としてのキリスト」が強調され、15章では「ユダヤ
人の王」「全世界の王」としての役割が際立っています。

不思議な出来事と象徴

14章51-52節の「天布を着た若者が裸で逃げる」場面や、15章21節の「クレネ人シモンが十字架を背負わさ
れる」出来事は、動画で「何か不思議な出来事」として触れられています。これらが具体的に何を意味する
かは不明ですが、全体の流れの中で重要な印として機能している可能性があります。

神の国の到来

イエスは過ぎ越しの食事で「神の国が来るまでは葡萄酒を飲まない」と宣言します（14章25節）。15章43節
では「神の国を待ち望むヨセフ」が登場し、イエスの遺体を墓に納めます。そして、使徒行伝10章41節で
「復活したイエスが弟子たちと飲み食いした」と記されているように、復活が神の国の始まりを示していま
す。イエスは十字架と復活を通じて、新しい神殿を建て、神の国を完成させるのです。
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